
  

外国人材の活用と共生について、鳥取県内では「学校」「企業」

「自治体」が一体となった外国人材の育成等の取り組みや、地域の

特性を活かした町全体で温かく外国人材を見守り支援する取り

組みが行われています。 

これらの好事例が今後の外国人材活用のヒントとなり、未来を

創る「気づき」に繋がるよう、本シンポジウムを開催いたします。 

『新しい共生社会を模索するシンポジウム』 

新時代における 

外国人材の活用と共生 
～地域における実践から、未来像を展望する～ 

日 時：令和 3 年 2 月 17 日（水）午後 2 時～午後 5 時 

【オンラインライブ配信による開催】 

本シンポジウムは、新型コロナウィルスの感染拡大状況に鑑み、安全の観点から、無観客オンライン形式に

より、ライブ配信によりご視聴いただけます。 

ライブご視聴 ID は、お申込みいただきました皆様にお送りいたします。 

会 場：米子コンベンションセンター 小ホール 

   ※ 鳥取県外からのご来訪は時局に鑑みご遠慮ください。 

主 催   一般社団法人 全国技能実習監理団体連絡会 

共 催   鳥取県 鳥取市 倉吉市 米子市 境港市 

協 賛   鳥取県中小企業団体中央会 鳥取県商工会議所連合会 鳥取県商工会連合会 

 公益財団法人 鳥取県国際交流財団 鳥取県行政書士会 

 鳥取市経済発展協議会 米子商工会議所 米子市観光協会   

株式会社 山陰合同銀行 株式会社 鳥取銀行 鳥取信用金庫 倉吉信用金庫 米子信用金庫 

 

 

【日程】 

１．基 調 講 演  「外国人材受入れの現状と将来の展望」  

［講師］ 坂場
さ か ば

 三男
み つ お

 氏（元ベトナム駐在特命全権大使）  

２．好事例紹介  〈事例紹介（1）〉 鳥取市における日本語学校と地域企業の連携による人材育成モデル 

〈事例紹介（2）〉 境港市における長年に亘る水産事業者の外国人材受入れと共生の実績 

３．パネルディスカッション テーマ 『共生の未来像を探る～事例が示す、今からできる実践のヒント～』 

〈パ ネ リ ス ト〉 法務省出入国在留管理庁、厚生労働省、鳥取市、境港市、AST 

 



 

【プログラム】 

〇開会挨拶 14：00～14：05 

〇来賓挨拶 14：05～14：20 

〇基調講演 「外国人材受入れの現状と将来の展望」 14：20～14：55 

［講師］ 坂場
さ か ば

 三男
み つ お

 氏（元ベトナム駐在特命全権大使）  

外国人材の受入れが、今後益々活発になっていくことが見込まれる中で、今、何が行われようとしているの

か、何をすべきなのかを、現状と将来に対する広く長い観点から御教示いただきます。 

〇好事例紹介 14：55～15：35 

技能実習法の制定と入管法の改正により、外国人材の受入れと共生の新しい形が制度としてスタートしてい

る中、鳥取県においては、官民そして産学が一体となり、将来の発展に向けて地域振興を実践している事例が

あり、また、地域ぐるみで見守りと調和を図り、敢えて従来の形を大事にしつつ、新たな形へ順応している事例

もあります。これら取り組みの成功事例について、実際にこれを行っている方々のお話をお伺いします。 

〈事例紹介（1）〉鳥取市における日本語学校と地域企業の連携による人材育成モデル 

（登壇者）学校法人鳥取学園（鳥取城北日本語学校）理事長 石浦 外喜義 氏 

〈事例紹介（2）〉境港市における長年に亘る水産事業者の外国人材受入れと共生の実績 

（登壇者）鳥取県漁業協同組合 境港支所 総務課主任 久保利 晋一 氏 

〇パネルディスカッション 15：45～16：50 

ディスカッションテーマ 『共生の未来像を探る～事例が示す、今からできる実践のヒント～』 

パネルディスカッションは、基調講演でお話しいただいた現状背景を踏まえつつ、お話しいただいた好事例の

実践から見える、実行可能なグッドポイントについてお話を掘り下げていただき、「成功の具体例」から得られ

る、自分たちでもできる取り組み方のヒントを見出せるようなお話を繰り広げていただきます。 

（パネリスト） 

・ 法務省出入国在留管理庁  

・ 鳥取市 経済観光課  山根係長 ・ 境港市 水産商工課経済交流係 本角係長 

・ 一般社団法人 全国技能実習監理団体連絡会 加藤理事 

（オブザーバー） 

・ 米子市観光協会 大塚専務理事  ・ 鳥取県行政書士会 中嶋会長 

 

〇終了 17：00 

 

 

「新時代における外国人材の活用と共生」参加申込書

〇 ご参加のご希望は、下記メールアドレスに空メールをお送りください。申込フォームを返信いたします。

〇 FAX等でのお申し込みも受け付けます。この参加申込書をFAXまたは郵送にてお送りください。
＜ご記入いただいた情報は、当協会からの各種情報のご提供に利用させていただく場合がございます＞

一般社団法人　全国技能実習監理団体連絡会　シンポジウム事務局　岩崎（いわさき）　宛

メールアドレス：iwasaki@navi.or.jp 　電話：080-3513-3548
郵便宛先：〒532-0003　大阪市淀川区宮原2-14-14　協同組合ビジネスナビ　気付

企業(団体)名

連絡先※お電話またはメールアドレス

参加者

［お申込み・お問い合わせ先］

 

企業(団体)名

連絡先※お電話またはメールアドレス

参加者


